（参考様式１）
企画提案書
※　企画提案書の書式・様式等については、以下の内容が盛り込まれていれば、形式を制限するものではない。

１　提案者の概要
	事業者名
	

	代表者職氏名
	

	所在地
	

	設立年月日
	

	資本金
	

	従業員数
	

	現在の事業内容
	


２　基本方針、コンセプト等
・本事業の主旨を踏まえ、事業の取組方針や目標、コンセプト等について、記入すること。
３　事業実施体制
（１）体制図（再委託先を含む）
	【例】
　　総括責任者名　-----　○○担当（担当者職氏名）-----　○○担当（担当者職氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○担当（担当者職氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○担当（担当者職氏名）


（２）担当者（再委託先担当者を含む）略歴
・体制図に記載した各担当者について、略歴（経歴、過去の類似事業の実績、資格等）を記載すること。
・提案する体制及び各担当者を選定した理由について記載すること。
（３）再委託
・業務の一部を再委託する場合は、その事業内容・範囲、理由、事業費などを具体的に記載すること。
４　スケジュール
・全体のスケジュール、各業務のスケジュールについて、できる限り詳細に記載すること。
５　業務内容
仕様書の内容を踏まえ、以下について提案すること。
（１）シンポジウムの開催
ア　会場設営、運営
・会場の設営の内容について、できる限り具体的に記載するとともに、レイアウトの提案をすること。

・当日の運営について、人員配置を含めてできる限り具体的に記載すること。
　イ　オンライン配信
　　・配信方法をできる限り具体的に記載すること。
　ウ　広報
・広報の方法をできる限り具体的に記載するとともに、実施する理由や期待される効果を記載すること。

（２）ワークショップの開催
　ア　会場提案、運営
・会場の候補並びに設営の内容について、できる限り具体的に記載するとともに、レイアウトの提案をすること。
　イ　広報
　　・広報の方法をできる限り具体的に記載するとともに、実施する理由や期待される効果を記載すること。
（３）キャッチコピー
　・シンポジウム・ワークショップのメインターゲットの集客に繋がるようなものとすることとし、企画意図を含めて記載すること。
（４）事例集の印刷
　・仕様書に記載のとおり、事例集を印刷し、配送先を積極的に提案すること。
　・事例集の効果的な活用方法について、記載すること。

（５）HP又はLPの作成・運営
　・シンポジウムとワークショップの集客のみならず、価格転嫁に悩む事業者の掘り起こしに繋がるようなHP又はLPの構成やコンテンツについて、できる限り具体的に記載すること。

６　その他追加提案、PR事項等
・その他追加提案などがあれば提案すること。
・全体を通じて、特にPRしたいこと、愛知県に提案したいこと等があれば記載すること。

